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校長 小室 いづみ

７月２０日（水） 本日１学期の終業式を行いました。１学期の学校行事

の中で、皆が取り組んで出来た事や新しいことに挑戦してきた事を、校長

から話しました。校長の話の後、中学部代表、高等部代表の生徒がそれぞ

れ今学期の思い出を話しました。今年は梅雨が終わらないまま、夏休みと

なりました。皆が植えたヒマワリも夏の間に、グーンと大きくなっている

でしょう。ちょうど、２学期の始めに咲いて欲しいものですね！

＊ ＊ ＊

７月２１日（木） 夏休みの最初の日です。いつもなら、生徒が乗ったスクールバスをお

迎えに昇降口に降りて行く時間…、生徒が来ない学校の寂しさを味わいました。でも、先生

方は今日と明日の二日間、「卒業後の姿を考える会議」を予定しています。これは、新１年

生と転入生を対象にこれまでの成長の歩みの確認と、これから社会へ出るにあたってさらに

伸ばす部分、越えていくべき課題を整理していく会議です。一人一人について５～６人ずつ

の教員、自立活動担当の教員、養護教諭や看護師が教室に集まり、学年、学部を越えたそれ

ぞれの立場で意見を述べ合い、確認しながら進めていきます。特別支援教育ならではの丁寧

な教育です。

＊ ＊ ＊

７月２２日（金） 本日、介助員の皆さんを対象に自立活動の基本を学ぶ学習会を行うと

の事で、私も参加してきました。本校の自立活動部には、昨年全国大会で分

科会の発表を行った後藤教諭や特別支援コーディネーターとして

地域への通級指導で活躍中の三嶋教諭が

います。お二人に「からだの動かし方研

修会」講師をお願いしての実施でした。

二人組でお互いに、どう支えてもらうと

安心なのか、身体が楽に動くのかを実習

を交えて 教えてもらいました。介助員さんも皆さ

ん真剣で、生徒の名前を挙げながら、この場合はどうしたら良いか

等具体的な質問が多く出ていました。

＊ ＊ ＊

７月２５日（月） 本日は摂食全校研

修会が、行われました。船橋市の歯科医

師会から２名の先生を講師にお招きしま

した。噛んで飲み込み食べるという動作

は、人間にとって生後学習して身につく

ものである。という話からスタートし、安全に嚥下するための介添

えの方法、スプーン等の食具使用の際の注意点など、予定の時間をオーバーして具体的に教

えて下さいました。途中、クッキーを使って先生の指示通りに食べる体験も行いました。

＊ ＊ ＊

７月２６日（火） 本日はお隣の県立船橋特別支援学校との

合同研修会でした。午前中、県立船橋の食堂で、「医療的ケアの

実施について」「通級指導について」という実践発表を聞かせて

もらいました。それぞれ指導方法を本人や保護者のニーズに合

わせて工夫しながら行い、成果を上げている様子に感心しまし

た。ありがとうございました。


